
6.4

9.08.29.6

9.77.37.99.68.2

8.97.4

8.98.01.60.73.97.27.16.68.6

0.82.99.20.83.1

9.77.53.60.74.13.93.2

8.89.99.27.33.2

9.96.16.87.18.69.89.95.5

8.74.28.02.01.21.21.6

7.48.26.43.93.35.5

3.81.25.87.01.81.57.85.56.1

5.04.32.47.88.18.4

6.49.27.25.66.68.75.65.8

4.22.88.95.4

1.86.1

9.6

5.55.21.01.53.78.46.77.14.47.3

5.78.0

3.07.5

1.6

8.15.26.2

6.7

2.59.2

7.79.2

6.5

4.99.5

0.27.09.06.8

0.4

9.2

7.3

1.38.69.4

4.56.19.3

7.88.36.7

2.45.87.92.95.13.8

2.18.51.11.30.93.51.81.26.07.0

1.86.6

4.9

5.58.14.56.7

1.88.84.61.75.54.53.54.68.7

7.96.68.01.75.38.7

8.05.31.91.92.38.77.77.6

7.52.71.24.50.88.5

7.12.7

5.73.20.89.57.88.9

1.32.76.18.88.14.2

4.06.36.43.03.4

4.8

5.49.0

6.0

1.1

6.4

1.2

3.3

10.8

10.0

10.2

µ

津波災害警戒区域の 指定の 公示に 係る図書（津波災害警戒区域 区域図）

0 100 200 30050

m

1:2,500

津波災害警戒区域

（基準水位 ）

市 町名

図面番号

愛南町

16

基準水位

（単位 ：m）

       　　　【留意事項】

【津波災害警戒区域】

○　「津波災害警戒区域」は 、津波防災

地域づくりに 関する法律（平成23年法律

第123号（以下「津波法」という））第

53条第1項に 基づく区域です。

○　「津波災害警戒区域」は 、津波浸水

想定（津波法第8条第1項）を踏ま え、津

波に よる人的災害を防止するた め に 警戒

避難体制を特に 整備すべき 区域です。

○　宅地建物取引業者が津波災害警戒区

域内の 宅地建物を取引する場合、宅地建

物取引業法（昭和27年法律第176号）第

35条に 基づく重要事項の 説明の 対象とな

りま す。

【基準水位 】

○　「基準水位 」は 、津波法第53条第2

項に 基づく水位 で、津波の 発生時に おけ

る避難施設の 避難上有効な高さ等の 基準

となるも の です。

○　「基準水位 」は 、津波浸水想定に 定

め る浸水深に 係る水位 に 建造物へ の 衝突

に よる津波の 水位 の 上昇を考慮して必要

と認め られる値を加えて定め る水位 であ

り、地盤面からの 高さ(m単位 )で表示し

ていま す。

（下図参照）

縮尺

【地形（標高）データ】

○　基準水位 の 算出 に 用いた 「地形(標

高)データ」は 、平成25年度公表の 津波

浸水想定図作 成時に 使用した 地形である

た め 、その 後の 開発に 伴う盛土や 個別施

設の 微細な土地の 形状が現況と異なっ て

いる場合がありま す。

【背景地図】

○　この 地図の 作 成に 当 た っ ては 、国土

地理院長の 承認を得て、同院発行の 基盤

地図情報を使用しま した 。

(測量法に 基づく国土地理院長承認

（使用）R1JHs1107)

道路や 建物などが現況と異なっ ている場

合がありま す。


